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昨年のJARL役 員改選により支部長の大任
を仰せつかり,諸先輩,並びに各クラブ代表者.

、   部役員の御協力を得まして, この一年着々と
支部事業を進め写ましたことは,皆様の櫛支援
の賜と,深く感謝申し上げます。
これからも引続き,支部の健全な発展のため.

会員相互の規陸と無線技術o'向上を図り組織の

強化につとめたいと思っております。このため

には,会員の皆様の進歩的な御意見をいたださ,

連盟がとりくんでいる諸問題に幾分なりとも寄

与するため微力をつ くしたいと考えております。

よろしく御鞭養の程お願い申し上げます。

さて昨年一年間をふり返って見ますと,多数
の行事を盛り込みましたが,不償れの面が多く,
や 盛ヽり上りを欠く結果となってしまいました.

こゝにその主なものについての御報告を申し

上げ.又.所見を申し上げたいと思います。

1   0支 部大会について~  
昨年は約 150名程の参加者を写てブラザー
ビルで実施しました。平素,電波のみでおつき

あいしている方々が一堂に会し,話 し会えるこ

とは,誠に有意義な事と思います。た ,ゞ JA
lANC米 国OMを お招きしてオスカーのお話
しを伺う予定だったのですが,お仕事上の都合

‐によりおいていただけなかったのが残念でした。

・今大会には氏の多忙な日程を官城県支部のため

に無理にさいていただき,皆様と共に氏の熟達
したお話を何うことが出来ますのは誠にありが

たく喜ばしい事と思います。支部大会は JAR
L会員はもとよりJARL非 会員であっても,
アマチュア無線を趣味とする一員として皆様に
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開放されたアイボールQSOの 場であり,親睦
を深め,建設的な意見を交換してアマチュア無

線の発展 |こ寄与できる機会となりうればこの上

ない喜びであります。

Oオ ール官域コンテス トについて

仙台クラブの全面的な協力のもとに本年 1月

13.14日 に第 1回目を実施しました。このコン

テストは′ヽンディキャップ コンテス トが前身
になっており,プ リフィックスによリマルチプ

ライヤーの計算に変化を持たせ,ニ ューカマー

の参加者の得点を上げやすくしてあります。単

に得点のみを上げるだけでなく開局されたばか

りの方にもコンテストのやり方や面白味を味わ

ってもらいたいと言うのが主旨です。本年はた

またま支部役員会議と日時が重なり, OMの O
N AIRが 少かった様ですが今後はそのよう
な事のないよう注意したいと思います。

02ア マ国試受験対策講習会について
今年は仙台放送教養学園で 3月 24.25日 の 2

日間にわたり行ないました。前々から上級アマ

の講習会を実施して欲しいと言う声は多いので

すが,い ざ開いてみると 16～ 17名 程度と甚だ

低調なのが残念です。来年 3月 22.23日 にも実

施する予定ですので是非多数の方の参加をお待

ちしております。

Oマ ラソンコンテストにつ |ヽて

このコンテストはVHF,uHF帯 の電波で
運用している方々のOSLカ ー ドの発行率を上
げることを目的として始めたものです。今年は

4月 1日 から一週間実施しましたが.すでにQ
SLカ ードを交換されている方も多く.その意

昭和 55年度支部事業をふり返って
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O今後の事業について

支部の行事は各種考えてはおりますが, なる
べく地域クラブではできな|｀ような大きな0事
を考えております.各地域クラ7に於きまして
も, アマチュア無線を趣味とする者ならだ,■で

も参加できるような楽しい

`T事

をもっと進0て
もらいたいと思 |ヽ ます。支部と
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都会の人は朝寝方

をいただければ幸いです。

OU・ VHFの 道用についての所見
昨年 1月 1曰 より. U・ VHFの ′マン ド使
用区分が各周波数にわたつ.今面的に施

`,さ

オi

ましたが.皆●方に特になしみの深い 2れバン
ドにつ|ヽで.私見を述´`たいと思い■す。
このプランが施行されてから1年9ケ月になりま

すが.今だに賛否両論で各エリア共 それぞれ
けんけんがくがくのあつき意です。

■い当官城県地域では艮くこのプランが守られ

ており大変喜ばしいかぎりです.しかしながら145

00か ら145825ま での大変な混雑に比べ144_00

から14500の lMizは何時間いてもがらからで1～
2局の運用しかないのが■状です。問波数の有

効利用を叫びなから. この様な状態を見るのは

甚だ心苦しく残念でなりません。10年■,20年後
の状態を考えてプランを決定したものが,ユ状
に窮するのであれば何の意味があるのでしよう

か。さらに 2 ηιのFM′ ンヾドを狭めて 435ヽIz
帯,1"O MHz帯 の利用を計ることを目論だ訳で
すが,甚だひねくれた考え方です。
良くHF帯のCWと フォーンバンドを設定し
た時のことを例に上げて説明される方がいます

が. HF帯は JARL制 定と言っても外国と●
関連■, 自然発生0,に決定されたものであり.

アマチュア局 1人 1人の使命感から盛り上って

できたものです。 したがってHF帯 とは電波の
性質も違うし比較にもなりません。

かりにこのプランが電監から提不されたもの

であったらJARLと してはどの様に対処する
のでしようか。

問題は JARLと 言う組織以上に我々アマチ
ュア無線家 1人 1人に関係し利害につながる事
であります。 JARL猜 11定 と銘打って40万 アマ
チュア局を強制する以上この辺で見なお Lをす
る必要があります。

以 1私 の考えの一部を述べましたか.現実に
さからうことはできません。告様方でこのプラ
ンを正しく守って逆Hさ れることを望ツ,と とも
に, 問題をアッビールしていただきたいと思い

ます。私も不部の方に

'か
につけ改善方を枷き

かけて行きたいと思っておりますので,と そ詢
協力と抑鞭提を賜りますよう●願いいたしま―.
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味あいも薄れ非常に低調でした。ログ提出局は

10局のみであり,そ の目的はすでに達せられ
たもt・ と考え,本年をもって中止とします。
O官城非常通信訓練コンテストについて
過去 10年,前に数日本格的な非常通信訓練
を実施したのですが,,F年「県庁の防災無線が
完備したのでアマチュア無線の非常通信訓練は

必要がない」との達しにより実施しないており

ました。 しかし昨年の官城県沖地震により交通
マに,停電,電話の不通,断水,崖くずれOc
さらに死者 27人と言う犠牲まで出たことは生
涯忘れることの出来ない事実であります。当局
側が何と言おうと窮地にある人々を助けること

は我々の使命であり,公共の電波を使用するア
マチュア無線家にとっての責務でもあります。

今年はこの官城県沖地震を教訓として 6月 12

日に第 1回宮城非常通信訓練コンテストを行い

ました。本格的な訓練が良いのが, コンテスト

型式が良いのが大分考えましたが多数の方の参

加を望みたいのでコンテスト型式にしました。

内容的に 15字・ 電́文を送受するのは甚だわず
らわしい事かも知れませんが, この主旨を御理

解いたださ今後とも末永く続けていきたいと思
います。

X非常通信訓練コンテストで使われた電文一部紹介
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534●■ 31宮城マラソンコンテスト 結果既報
7m クラブイヽ表者会議  イ山台にて
819." 東北地方本部会議  田沢湖町
8.″  支 部 役 員 会   仙台にて
11.3 公 開 運 用   中央卸売市場
122 チャ1,ティークリスマカー ィー (後援)

昭和 54年 度 行 要 予 定
544■●8宮城マラソンコンテスト 実施済
612 非常通信訓練工ヶスト 実施済
7 1 クラブ代表者会議  実施済
923 支 部 大 会   仙台市民会館
923 自作品コンテス ト  支部大会々場
11 3 公開運用 (JA7RL)卸売市場
65112.13 オール官城コンテスト(場22100´J′

`120∂120 クラブイヽ表者会議
3223 2アマ国試対策講習会

541.13.14 オール官,褒コンテスト ログ提出110
114 クラブ代表者会議  仙台にで

局騒

32.25 2アマ国試対策講習会 仙台にぶ
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昭和 54年 度オール東北コンテス ト結果 (入賞者 )
※印は県内の入賞者
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